
 上養沢バス停から柿平のトイレまで車道を歩いて約

２０分。林道を進みしばらくすると右手に大野道入口

が見えてきます。この周辺は「大野」という地名で約

２００年前には人が暮らしていたと伺いました。大野

道は、御岳講といって1年の無事や豊作を願い御岳神

社のおいぬ様を祀るための表参道として全国から多く

の人が訪れていたようです。登り始めると細かいつづ

らの道が続き、別名「４８曲がり」と呼ぶ地域の方の

話に納得です。針葉樹が続く森にミズナラやヤマザク

ラなどの広葉樹がチラホラ顔を出し始めます。季節に

よっては野鳥がさえずり、テンなど野生動物の痕跡を

目にしながら趣のある道を歩きます。大きな岩がゴツ

ゴツと現れた場所からようやく御岳を拝むことができ

ますがもう少し！尾根道に出たら倒木を利用して作っ

た隊長ベンチで一休み。鳥居をくぐると御岳神社へ続

きます。明治24年に建てられた大野道入口の石碑には

「２０丁余」と刻まれており、今も変わらず約２．２

キロの道のりです。 

 御岳講だけではなく、昭和初期まで養沢の男たちは

提灯を持って御岳にお酒を飲みに行ったそうです。地

域の生活とも密接な関わりがあった、地域の力で復活

した大野道を歩いてみてはいかがでしょうか。 
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地域の力を次世代へ！ 

軍道の石原沢 

落合の加茂原 高尾の城山登山道 

※レンジャーが利用する場所は、地域の了解を得た上で大切に利用しています。 

整備で復活したのは正に地域の力！地域によって維持されているからこそ 
私たちは利用できます。みんなで大切にしていくために、管理していくために 
私たちレンジャーは、“地域の力”を子どもたちに引きついでいきます！ 

大野道 車道、尾根道 トイレ バス停 

大野道入口 石碑と設置した道標 

地域が設置した橋に安全対策 

荒れた道が活きかえる 

尾根道には隊長ベンチ！ 

いっぷくすんべぇ～ 

長い長い道のりを 
トングワ、ツルハシ、 
カケヤ、チェンソー 
担いで通いました。 
養沢の知恵と経験と
心意気で・・・ 
大野道が復活！ 

（加瀬澤） サポートレンジャー随時募集中！問合せ先：環境政策課 環境の森推進係 042-595-1120 

地域との協働で復活した昔道を紹介します 



整備した区間 

武蔵五日市駅 


